








1.概要 

本邦における SIDS の疫学的情報を周産期の面より集積し、その実態を明らかにする目的で

、prospective および retrospective study の調査がおこなわれた。4 施設で SIDS2 例、

abortiveSIDS4 例が記録された。 

しかし、周産期諸因子と SIDS 発生の相関を解析するためには、SIDS 例が少なかった。周

産期の情報から SIDS 発生のリスク度を算定し、SIDS の予防への応用へと発展させるため

に、多くの SIDS 症例に検討を加える必要がある。 

東京都監察医務院と帝京大学小児科、吉村公一氏の協力を得て、SIDS(広義も含む)児につ

いて、周産期諸因子との関係を調査した。 


